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1. 調査研究の背景と目的 
 我が国の大学における核融合研究開発が如何に進められてきたかについて歴史的な資料に基づき明らかにしていくことは、社会と他分野の研究者に対する説明責任を果

たすためにも、また今後の研究の進展を図るためにも必要不可欠である。このような観点で研究推進に係わる基本的資料を、収集・整理・データベース化することにより、

広く関係研究者等の利用に供しようという目的のもとに、NIFS の共同研究として関連資料を中心とした調査研究を進めている。今回は、資料調査研究一つとして、イン

タビュー形式に基づくオーラルヒストリーの手法について報告する。 

2. アーカイブズ手法としてのオーラルヒストリー 
 (1) アーカイブズ整備の最も基本的な手法は、既存の史料の収集、未知の史料の発掘とそれらの整理・データベース化であるが、収集された資料の中には相互関係が明

確でないもの、欠落部が存在するケースがある。それらを補完しさらには新たな史料の発掘に役立たせるためにオーラルヒストリーと呼称される手法が活用される。 
 (2) 能動的資料収集の一環として、インタビュー形式での資料化を試みている。関口忠・東大名誉教授への２回にわたるインタビュー［第 1回記録：NIFS-MEMO-33、

第 2回記録：NIFS-MEMO-40］に続き、松浦清剛・名古屋大学名誉教授に対して 2004年 1月、『名古屋大学プラズマ研究所の第 3次将来計画検討から移転・改組ま

で』をテーマにインタビューを実施した［この記録は現在、編集作業中である］。 

3. インタビュー形式での資料収集の問題点と今後の課題 
 (1) インタビュイー対象者及びテーマの選定： 核融合研究開発の歴史上、その証言を遺してほしいキーパーソンを系統的な選定、議論の多かった学問上あるいは研究

体制上のテーマの検討と設定 
 (2) オーラルヒストリーの手法研究と技術向上： インタビューの事前準備（方針設定、本人の同意確認、資料・年表の用意、質問の作成）、実施上の問題（進行、記録

の方法）、事後処理（資料化、記録の編集・管理、保存、等） 

 (3) 共有一次史料としてのオーラルヒストリー： 研究・教育上の活用、史料情報開示（そのための基準策定、個人情報の保護、具体的公開方式、等） 
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